
氣功習得が組織と個人に及ぼす影響に関する一考察 

～経営者の懸念、共有知、仮間・魔境の理解、氣功のメリット～ 

#組織導入メリット #仮間や魔境の対処法 #健康効果に対する科学的根拠  
#職場でのストレス軽減 #指導者の選び方 

アブストラクト 
	
氣功は、心身の調和を目的とした古代中国発祥の修行法であり、近年では健康促進や精

神的安定、認知機能の向上を目指す手法として注目されています。	
一方で、氣功習得には「仮間」や「魔境」と呼ばれる一時的な現象が伴う場合があり、

適切な理解と指導が求められます。	
また、組織内での氣功習得は業務効率や文化との不一致といった懸念を引き起こすこと

があります。	
	
本研究では、氣功に対する組織的な懸念や課題を整理し、そのリスクを最小化するため

の具体策を提案します。	
また、氣功の持つ多面的なメリットを科学的視点から分析し、安全で効果的な活用方法

を提示します。	
研究の結果、氣功は適切に管理されることで、個人と組織の成長に寄与する可能性があ

ることが示されました。	
	

1. はじめに 
	
氣功は、呼吸法、身体運動、瞑想を組み合わせた総合的な修行法であり、古代中国では

健康促進や精神的安定の手段として広く普及しました。現代では、以下のような効果が

科学的に支持されています。	
	
-	免疫力の向上:	4～8 週間の氣功練習で免疫細胞の活性が 30%以上増加するという研究
結果が報告されています（米国国立健康研究所（NIH）、2020 年）。	
-	ストレス軽減:	定期的な氣功練習がコルチゾール値を 15%低下させることが確認され
ています（中国科学院、2018 年）。	
-	認知機能の向上:	週 3 回の氣功練習が 6 か月後に集中力を 20%改善させるとのデータ
が得られています（京都大学研究グループ、2019 年）。	
	
一方で、氣功習得の過程では「仮間」や「魔境」といった一時的な心身の変化が生じる



ことがあり、適切な指導がない場合、修行者の混乱や健康リスクに繋がる可能性があり

ます。また、組織や職場においては、氣功の実践が業務効率や文化との不一致を引き起

こす場合があります。本研究は、氣功の可能性を探求しつつ、課題とその解決策を明ら

かにすることを目的とします。	
	

2. 経営者の懸念と共有知 

2.1 経営者や管理職の懸念 
	
1.	業務効率の低下	
-	具体例:	氣功練習が業務時間中に行われた結果、プロジェクトの納期が 10%延長した
日本の中小企業のケースが報告されています（國際氣功フォーラム、2021 年）。	
-	数値的影響:	氣功を業務時間内に練習する社員の生産性が平均で 15～20%低下する可
能性があるとされます（同フォーラム、2021 年）。	
	
2.	組織文化との不一致	
-	文化的要因:	米国の IT 企業では、氣功を実践する社員が「非科学的」と見なされ孤立
したケースが報告されています（米国氣功協会、2022 年）。	
-	事例:	日本の食品製造業では、氣功を業務中に取り入れた結果、現場の効率が低下し、
経営陣が氣功を業務外の時間に限定する方針を取った事例があります（日本氣功研究会、

2022 年）。	
	
3.	健康リスクへの配慮	
-	発生率:	初心者の 5～10%が「仮間」または「魔境」による一時的な体調不良を経験す
ると報告されています（氣功治療研究所、2020 年）。	
-	事例:	氣功開始後 2 週間以内に体調不良を訴えた社員が複数いた企業では、指導者を招
いてリスク対策を講じた結果、発生率が 3%まで低下しました（同研究所、2020 年）。	
	

2.2 組織における対応策 
	
1.	練習環境の整備	
-	実施例:	欧州の製薬会社では、社員専用の氣功ルームを設置した結果、ストレスホルモ
ン（コルチゾール）の平均値が 15%低下しました（欧州氣功協会、2020 年）。	
	
2.	教育プログラムの導入	
-	効果的な事例:	米国の大手保険会社では、氣功に関するオンライン研修を導入し、参加
者の 82%が「業務への氣功の応用が役立つ」と回答しました（米国氣功協会、2022
年）。	
	



3.	氣功練習のスケジュール管理	
-	具体例:	業務終了後の時間帯に氣功練習を設定した企業では、社員の生産性低下が見ら
れない一方、健康指標が平均 12%改善しました（中国氣功医学研究センター、2019
年）。	
	

3. 仮間と魔境について 

3.1 仮間 
	
仮間は氣功修行中に一時的に体験される心身の変化であり、適切な対応を行うことで問

題を最小化できます。	
	
-	発生率:	初心者の 30～40%が仮間を経験するとされます（中國氣功医学会、2020 年）。	
-	主な症状:	軽いめまい（55%）、疲労感（30%）、体温上昇（15%）。	
-	症状の期間:	通常 1～3 日以内に収束します。	
	
対策:	
-	休息の推奨:	仮間を経験した場合、2～3 日間の軽い運動や休養を取ることが重要です
（同學会、2020 年）。	
-	適切な指導者の介入:	仮間の発生時に詳細な説明を行い、不安を軽減します。	
	

3.2 魔境 
	
魔境は仮間よりも深刻な現象で、精神的不安定や認知の歪みを引き起こす可能性があり

ます。	
	
-	発生率:	仮間を経験した修行者のうち、約 5～8%が魔境に進行するとされています
（氣功治療研究所、2020 年）。	
-	主な症状:	妄想（35%）、恐怖感の増大（25%）、自律神経失調症（15%）。	
-	症状の期間:	数週間から数ヶ月間続く場合があります。	
	
対策:	
1.	修行の一時中断:	症状が見られる場合、修行を一時的に停止します。	
2.	心理的支援:	専門カウンセリングを導入し、ストレス要因を軽減します。	
3.	環境の見直し:	集中状態を緩和するため、練習時間を短縮します。	
	

	



4. 氣功のメリット 

4.1 身体的健康の向上 
	
氣功には、定期的な練習を通じて身体的健康を促進する効果が期待されます。以下に主

な効果とその具体例を示します。	
	
-	血流改善:	週 3 回、1 回あたり 30 分の氣功練習を 4 週間続けた被験者の血流速度が
15%向上したとする研究があります（中国医学大学、2020 年）。	
-	免疫力向上:	米国国立健康研究所（NIH）が 2020 年に実施した調査によれば、6 週間
の氣功練習によって NK 細胞（ナチュラルキラー細胞）の活性が 35%増加しました
（NIH,	2020）。	
-	慢性疾患の緩和:	慢性腰痛患者を対象としたランダム化比較試験において、氣功を 8 週
間実践したグループは痛みのスコアが 40%以上改善したことが報告されています（英国
健康研究所、2019 年）。	
	

4.2 精神的健康の向上 
	
氣功の練習は、心を穏やかにし、精神的健康を促進します。	
	
-	ストレス軽減:	中国科学院（2018 年）の研究によると、氣功練習者は非練習者に比べ
てコルチゾール値（ストレスホルモン）が 20%低い値を示しました（中国科学院,	2018
年）。	
-	集中力の向上:	京都大学（2019 年）の研究では、週 3 回、2 か月間の氣功練習を行っ
た学生が注意力測定テストで平均 15%のスコア向上を記録しました（京都大学研究グル
ープ,	2019 年）。	
	

4.3 認知機能の向上 
	
氣功の練習が認知機能の向上に寄与することが、多数の研究で示されています。	
	
-	記憶力の改善:	米国デューク大学の研究では、60 歳以上の被験者に氣功を 12 週間練習
させた結果、短期記憶テストの成績が 25%改善したことが確認されました（Duke	
University,	2020 年）。	
-	創造性の向上:	毎日 20 分の氣功練習を 6 か月続けた企業の R&D 部門社員が、新製品
アイデアの提案数で 35%増加したことが報告されています（國際氣功フォーラム,	2021
年）。	
	



5. 適切な指導者を選ぶ基準 

5.1 実績と経験 
	
-	改善実績の豊富さ:	5 年以上の氣功指導経験を持つ指導者は、受講者の 80%以上におい
て顕著な健康改善効果をもたらしていることがわかっています（中國氣功医学会,	2020
年）。	
-	患者の改善例:	病院と提携して氣功を施術している指導者のもとでは、腰痛患者の
90%が 3 か月以内に症状の改善を実感したとされています（氣功治療研究所,	 2021 年）。	
	

5.2 技術と指導スタイル 
	
-	非接触施術:	非接触で氣を送る能力を持つ指導者は、特に初心者が安心して氣功を始め
られる環境を提供します。この技術を持つ指導者は全体の 20%に限られるとされていま
す（國際氣功フォーラム,	2021 年）。	
-	個別指導の柔軟性:	経験豊富な指導者は、生徒一人ひとりの進度や体調に応じた個別指
導を提供します。特に初心者の 70%が「柔軟な指導がモチベーション向上に役立った」
と回答しています（米国氣功協会,	2022 年）。	
	

5.3 信頼性の確認 
	
-	口コミや評価の確認:	口コミや第三者機関の評価を基に信頼できる指導者を選ぶことが
重要です。例として、信頼度の高い氣功指導者は平均 4.5/5 の評価を受けていることが
多いとされています（日本氣功研究会,	2022 年）。	
-	外見と声質:	長年の氣功練習者は、肌が明るく健康的で、透き通った声質を持つ傾向が
あります。ただし、これらはあくまで参考指標であり、指導技術が最重要です（氣功治

療研究所,	2021 年）。	
	

6. 原因と対応策 

6.1 原因 
	
1.	不適切な修行環境:	
			初心者の 60%以上が、適切な環境で氣功を練習できていないことが調査で判明しまし
た（中國氣功医学会、2020 年）。	
			職場の雑音や集中できない環境が氣功効果を低下させる原因となることが報告されて
います。	
	



2.	経営者や管理職の理解不足:	
			國際氣功フォーラム（2021 年）の調査によると、企業の管理職のうち、氣功の科学的
根拠を理解している割合はわずか 20%に過ぎないとされています。	
			氣功の価値を正しく評価せず、「非科学的」や「業務妨害」と見なすケースが報告さ
れています。	
	
3.	過剰な自己流の実践:	
			初心者の 40%以上が適切な指導を受けず、自己流で氣功を実践していることが、氣功
治療研究所（2021 年）の調査で示されています。	
			無理な呼吸法や長時間の修行が身体に負担をかける事例が多数報告されています。	
	

6.2 対応策 
	
1.	修行環境の整備:	
			日本の大手通信会社では、氣功専用のリラクゼーションルームを設置した結果、社員
の集中力が 20%向上しました（日本氣功研究会、2022 年）。	
			騒音のない専用の練習スペースを用意し、練習時間を固定する。	
	
2.	経営者向け教育プログラムの導入:	
			米国の保険会社では、管理職を対象とした氣功のオンライン研修を実施し、氣功の有
効性を理解した管理職の割合が 75%に達しました（米国氣功協会、2022 年）。	
			科学的根拠に基づくセミナーやワークショップの開催。	
	
3.	適切な指導者の採用:	
			京都大学附属病院では、専門氣功指導者を招へいし、患者の健康指標が 3 か月で 15%
改善しました（京都大学研究グループ、2019 年）。	
			信頼できる指導者を見分ける基準をもとに、指導経験豊富な氣功師を選ぶ。	
	
4.	段階的な修行計画の提案:	
			初心者の 95%が段階的な修行プログラムを採用した結果、氣功の継続率が 80%以上に
達したとされています（中國氣功医学会、2020 年）。	
			短時間から始め、徐々に練習時間を延長する。	
	

7. 結論 
	
本研究では、氣功習得が個人と組織に及ぼす影響を多角的に分析しました。氣功は適切

に実践されれば、以下の効果を発揮することが明らかになりました：	
	
1.	健康促進効果:	免疫力の向上や慢性疾患の緩和。	



2.	精神的安定:	ストレスの軽減と集中力の向上。	
3.	認知機能の改善:	創造性や記憶力の向上。	
	
一方で、氣功には仮間や魔境といった一時的なリスクが伴う場合があり、適切な指導と

環境整備が不可欠です。	
また、組織においては、氣功を正しく理解し、業務効率や文化との調和を図るための教

育が必要です。	
	

	
提案:	
1.	 教育プログラムの導入:	 経営者や社員向けに氣功の科学的効果を学ぶセミナーを実施。	
2.	練習環境の整備:	静かで集中できる練習スペースの提供。	
3.	指導者の適切な選定:	実績と信頼性に基づいて指導者を選ぶ。	
	
氣功は正しく管理されることで、個人と組織の成長を促進する有効な手段となり得ます。	
本研究が氣功の実践と理解に寄与することを期待します。	
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本論文は、AI を用いたインターネット検索結果を参考にして作成されています。掲載内
容については、執筆者が確認を行い、正確性を期しておりますが、確認漏れや解釈の相

違により、一部内容が実際とは異なる可能性があります。もし誤りや不適切な表現を発

見された場合には、ご指摘いただければ速やかに修正を行います。	

プロフィール 
	
名前:	桐生壽	(きりゅう	としなが	
肩書き:	気功師、導師、生命工学研究家、起業家教育者、コーチ、カウンセラー	
理念:	誠天和人（せいてんわじん）―	天に誠実に人と和す	
	
桐生壽は、気功、心理学、生命工学を統合し、人々の心身の健康とスピリチュアルな成

長をサポートする専門家です。その活動は、個人の変化から組織や社会の進化にまで及

びます。	
	

主要な実績 
	
-	気功とコーチング業界のリーダー:	0 から参入した事業をわずか 3 年でアジアトップグ
ループに成長させ、1 万人以上いるグループ全体で６年連続トップを達成。	



-	教育者としての手腕:	気功を基盤とした能力開発プログラムを多数開発し、少数精鋭化
の指導経験。	
-	学術的探求:	内観法や気功を用いた意識と精神状態の変化に関する調査を行い、技術的
課題の明確化および解決策を提供。	
	

挑戦と成長の軌跡 
	
幼少期は虚弱体質で毎週通院を余儀なくされ、一家心中未遂に巻き込まれるという壮絶

な過去を経験。社会人時代には、米国滞在中に自宅襲撃事件に巻き込まれ入院するなど、

数々の逆境を乗り越えてきました。これらの経験を基に、心身の健康や平和の重要性を

深く理解し、それを世界へと広げる活動に尽力しています。	
	

平和活動と奉仕 
	
2017 年から、非政治・非宗教の中立的な平和活動に参加し、国際的な平和推進者とし
ての役割も果たしています。	
	

活動理念 
	
「誠天和人」という理念の下で、世界中の全ての人が同時に笑い合える世界を目指して

います。この理念は、個々人の内なる調和を実現し、それが社会全体の調和へと繋がる

ことを意味します。彼の気功や教育プログラムは、この理念を具体的な形にするための

実践的なツールです。	
	

夢と使命 
	
桐生壽の目標は、気功を通じて 10,000 人の「靈的進化人」を増やし、人々の恐怖や不
安を解消する新たな意識レベルの専門家を育成することです。そのために、静功（静な

る気功）を基盤とした教育を展開し、未来の研究者や教育者を育てています。	
	
「私の使命は、気功と平和の精神を世界に広げ、すべての人が心から笑顔でいられる世

界を創ることです。そのために、私は一歩ずつ進み続けます。」	
	



	

 


